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 ４４日間の夏休みいかがでしたか。この期間は、多くのことに挑戦するまたとないチャン

スでしたが、心に残る体験や経験を積むことができたでしょうか。また、感想や体験談を

担任の先生や友人に語ってほしいと思います。    

   始業式で久しぶりに一堂に会して、日焼けした笑顔にたくましさを感じ、頼も 

  しく思いました。 ２学期は文化祭や体育祭と大きな行事を控えています。     

  また、実りの秋とも言われるように、「スポーツの秋」「芸術の秋」が始まります 

    そこで、みなさんには何事にも『全力・本気』で取り組む姿勢を期待したいと 

  思います。真剣に競技する姿や歌声は、その場にいるすべての人たちに大き 

  な感動を与えます。 

そして、更なる成長を遂げた自分自身と出会ってほしいと願っています。 

    私は、伝統ある熱戦をくりひろげる高校野球を見るのが大好きです。この夏の高校野球においても多くのドラマがあり

ました。地元の東洋大姫路高等学校の活躍や公立高校である県立岐阜商業高等学校の快進撃は見るものに多くの

感動を与えてくれました。 

特に、県立岐阜商業高等学校の横山温大選手は、左手に生まれつきの障害を持ちながらも、ハンディを乗り越える努

力を積み重ね、技術や強い心を身につけたプレー姿は心が動かされました。多くの人たちに希望と勇気を与えたことと 

思います。 この夏の高校野球には、こういったストーリーが一人一人にあったと思います。ぜひ、皆さんも自分の可能性 

を信じ、自分らしい素敵なストーリーを見つけていってください。  

ここで、ある新聞記事で私の心に強く残った記事を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ～ 地域とのつながりを深めるボランティア活動 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「
一
番
い
い
お
に
ぎ
り
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合
宿
中
の
こ
と
で
あ
る
。
お
に
ぎ
り
の
昼
食
に
な

っ
た
。
み
ん
な
が
競
っ
て
手
を
伸
ば
す
。
ボ
ー
ル
集

め
で
遅
れ
た
一
年
生
が
食
べ
よ
う
と
し
た
ら
、
形
の

崩
れ
た
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
知
っ
て
、
監
督

は
怒
っ
た
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「
一
年
生
は
ボ
ー
ル
拾
い
を
し
て
く
れ
た
ん
だ

ぞ
」
。
練
習
は
中
止
に
な
り
、
夜
ま
で
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
続
い
た
。
「
最
後
に
一
番
い
い
形
の
お
に
ぎ
り

が
残
る
野
球
部
を
目
指
そ
う
」
。
懇
々
と
諭
し
た
監

督
の
話
に
、
上
級
生
は
涙
を
浮
か
べ
た
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監
督
と
は
、
東
京
都
立
高
校
の
社
会
科
教
諭
で
、

野
球
部
を
指
導
し
た
故
佐
藤
道
輔
さ
ん
で
あ
る
。
著

書
『
甲
子
園
の
心
を
求
め
て
』
（
報
知
新
聞
社
）
を

熟
読
し
た
高
校
野
球
関
係
者
は
多
い
。
名
だ
た
る
何

人
も
の
野
球
部
監
督
が
教
え
を
請
う
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と
も
記
事
で

読
ん
だ
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お
に
ぎ
り
の
話
は
日
本
高
野
連
理
事
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田
名
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和
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さ
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こ
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、
僚
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イ
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ス
ポ
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ラ
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で
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。
全
員
で
戦
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と
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こ
と
か
と
、
心
に
染
み
込
ん
だ
。
情
熱
と
指
導
力
で
、

赴
任
し
た
都
立
４
校
す
べ
て
を
シ
ー
ド
校
に
育
て
た

と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
う
な
る
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甲
子
園
を
目
指
す
高
校
野
球
兵
庫
県
大
会
が
今
日

か
ら
始
ま
る
。
さ
ら
に
県
中
学
総
体
、
全
国
高
校
総

体
へ
と
、
中
学
生
、
高
校
生
の
汗
が
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る
季
節
だ
。 

 

ど
ん
な
競
技
で
あ
れ
、
勝
ち
負
け
が
最
大
の
関
心

事
だ
ろ
う
。
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の
一
方
で
、
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を
思
っ
て
一
番
い

い
お
に
ぎ
り
が
最
後
に
残
る
光
景
を
い
く
つ
も
見
た

い
季
節
で
あ
る
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 夏季休業中に、市社会福祉協議会からサマーボランティアの募集があり、8名の生徒が参加しました。 竹田城跡

ガイドボランティアの生徒たちは、観光客の方々と会話を通してコミュニケーションを図ったり、記念写真撮影等を行

いました。スマイル食堂では、子どもたちに寄り添いながら声をかけたりして、交流を深めていました。 また、海運堂の 

ボランティアでは、スタッフのお手伝いや子どもたちと一緒に遊ぶ姿が見れました。  

＜ボランティア訪問所＞ 

 ○竹田城跡ボランティアガイド     ○たけだスマイル食堂      ○特定非営利活動法人海運堂 



 
  【ＰＴＡ奉仕作業］  
８月２4日(日)にＰＴＡ奉仕作業をしていただきました。酷暑の中での作業となりましたが、多くの会員の皆様にご協 

力していただき、除草作業やみぞ掃除など、敷地内をきれいにしてもらい、お陰で気持ちよく２学期を迎えることができ 

ました。本当にありがとうございました。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『心温まる話』 
  ８月２５日（月）の朝、一本の電話が学校にかかって来ました。 市川町在住の５０代から６０代くらいの女性からでし

た。（名前は名乗られませんでした）  電話の内容は、２３日（土）に山東町で開催された花火大会を観覧にでかけた

ときの出来事を話されました。当日は、会場の山東町には電車を乗り継いで行かれたようです。 

  さて、花火の観覧を終え帰宅をしようとしたときに、梁瀬駅へ方向が分からず困っていたところ、帰宅をするため保

護者の車が到着するのを待っていた中学生男子３名が、梁瀬駅まで一緒に道案内をしてくれたとのことでした。 その

ことが、花火を観覧して感動したこと以上に、心に残る行動に感銘を受けたと話されました。 そのとき生徒に学校名を

尋ねたところ、和田山中学校の生徒と名乗ったので、そのことを伝えたく電話したとのことでした。 

  この電話を受け、私たち職員も心温まる思いをしました。 このような心優しい行動がとれる生徒が育っていることに

大変嬉しく感じています。  

         ＝ 新AＬＴ ＝ 
ニコール・トリニダド・アリソンさん（女性） 
 
この２学期からドロレス先生の後任とし 
て、月曜日と木曜日に勤務頂きます。 
 

   令和７年度 文化祭について 
 テーマ  『 輝け！和―モ二―！』 
〇期 日 令和７年９月２０日（土） 
      午前９時１５分～午後３時１５分 
〇内 容 
◇展示部門：9/12(金)～9/20（土）東棟１F 

    16時00分～17時00分開放します。 
 ◇ステージ部門：本校体育館 
 ・第１部（午前）①「染谷西郷トーク＆ライブ」」 
   ②美術部作品展示  ③吹奏楽部発表 
 ・第２部（午後） 
   ①合唱コンクール 
   ②３年生学年合唱  ③全校合唱 

日 曜 9月の予定

1 月  始業式

2 火  課題テスト【全学年】　給食開始

4 木  短縮４５分授業＜合唱タイム開始＞（～9/19）

7 日  市一斉避難訓練

15 月  敬老の日

17 水  職員会議

20 土  文化祭

22 月  振替休業日

23 火  春分の日

24 水  第２回学校運営協議会

25 木  実力テスト【２年生】

26 金  第２回英語検定

27 土  バレーボールブロック別大会

29 月  教育実習開始（～10/17）

30 火  進路説明会（私立高校）【３年生】


